
 



公開シンポジウム「アジア文化の多元性と共存―宗教と思想の視線から―」 
 
1．主催：日本学術会議哲学委員会、日本宗教研究諸学会連合、日本哲学系諸学会連合 
 
2．企画：日本学術会議哲学委員会「文化・価値の多元性」分科会 
 
3．日時：2009 年 11 月 28 日（土）13：00～16：30 
 
4．会場：日本学術会議講堂 
 
5．次第 
・開催趣旨 
 西欧文明の卓越性への疑問が沸き上がってきてから、かなりの時が経過している。とく

に 21 世紀になり、地球環境の悪化がいっそう深刻化し、人類未来の危機がますます現実化

しつつある現在、人類のあらゆる叡智をもう一度洗い直そうという機運が満ちてきている。

そのなかでも古くから高度の文明を築いてきたインド、中国を中心とするアジア文明の深

遠さと可能性について、ますます注目が集まっているといっても過言ではない。 

 もちろんアジアといっても一様ではない。21 世紀に入り、ヨーロッパにおいてはＥＵ（欧

州連合）がますます拡大しているが、アジアには、ＥＵを構成する諸国に見るように一様

な共通性があるわけではない。むしろアジアの特徴は多元性にあるといえよう。しかしそ

の多元性は、多くの価値が共生しているという点に、他の文明にはない特徴を有している

といえるのではなかろうか。 

 現代の世界においては、経済レベルを中心に、ますますグローバル化が進行している。

しかしそれと同時に、グローバル化への反発と、価値の多様化がいっそう顕著になってい

ることも、われわれは事実として認めなければならないであろう。 

 こうした複雑な様相の現代世界において、ますますその存在感を増しているアジア文明

の重要性を、われわれは今あらためて注視しないわけにはいかない。そこでこのシンポジ

ウムは、人文学諸分野、とりわけ哲学・思想、宗教、倫理等の専門研究者があい集い、あ

らためてアジア文明の多元性のもつ意味と、その近未来的な価値を論じてみようとするも

のである。 

 
・司会：星野英紀（大正大学教授） 
       神崎 繁（専修大学教授） 
 
・ 開会挨拶：野家啓一（東北大学理事・日本学術会議哲学委員会委員長） 
 



・報告者 
１）斎藤 明（東京大学大学院教授） 
  「アジアと仏教―＜輪廻＞説の受容と変容の視点から―」 
２）塩尻和子（筑波大学副学長） 
  「アジア文化のなかのイスラーム」 
３）黒住 真（東京大学大学院教授） 
  「近代日本哲学における宗教とその後」 
４）池上良正（駒澤大学教授） 
  「東アジアの『民俗宗教』に見る葛藤と共存―『死者供養』を事例に―」 
 
・コメンテイター：堀池信夫（筑波大学教授） 
               月本昭男（立教大学教授） 
 
・ 討論 
 
・ 閉会挨拶 丸井 浩（東京大学大学院教授、日本学術会議哲学委員会副委員長） 
 
＊ 事前申し込みは必要ありません。 
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